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令和元年、明けましておめでとうございま

す！

さて、２１世紀に入ってから創めたアスリッ

クニュースも今月号は、貴重な号となりまし

た。通巻としては２２１号になるのですが、発

行が平成３１年４月で、号としては令和元年５

月。つまり、平成年代最後の発行・令和年代初

号ということになるからです。

平成時代、少なくともこの国の周囲で戦争が

起きず、元号の顕すとおり平時が続いたこと

は、本当に良かったと思います。一方で、経済

情勢や技術的な動静は激烈を極め、これらの環

境は大きく変わりました。

特に、家電を始めとする様々な機器がイン

ターネットにつながり自主的に相互通信を行っ

て動作を調整するIoT、数々の劇的な問題解決を

実現するＡＩ（人工知能）、人間に代わって永

続的に正確な動作を繰り返せるロボット技術

は、多くの職場を劇的に変えていく可能性があ

ります。医療の診察でさえ、ＡＩに代わるとい

われているのは、衝撃的です。

これらの力が発揮できる社会に変わるために

は、法制度がついていけず、それが制約条件と

なりそうです。これを打破するには、国会議員

と官僚機構が、これらの変革に対してどれだけ

深い認識ができるのか？が、問われます。これ

に乗り遅れると経済・産業的にはかなり国際競

争に不利になるかも知れません。

それだけでなく、多くの企業・産業・業界で

経営者・労働者を問わず、劇的に職場環境を変

えていく覚悟と決断も問われます。

産業革命にも匹敵すると思われる大変革に、

麗しく（令）、対応（和）することができるの

か。私たち自身の問題だと思います。

元号は平成から令和に変わりましたが、引続

きよろしくお願いいたします。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

石川県白山市にて

by ham a

皐皐皐 月月月本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。

上京された際、ご利用になってみてください。

のと だらぼち

03-5537-3078

17:00～23:00 日曜祝休

中央区銀座8-4-27

プラーザ銀座ビル地下１階

(銀座外堀通りasics前)



濱
の
起
業
塾

一
『

立
志
①

』

令
和
元
年
初
月
号
で
あ
る
今
月
か
ら
「
社
会
事
業
を
興
す
起
業

活
動
」
に
つ
い
て
の
連
載
を
始
め
た
い
。

仕
事
柄
、
色
々
な
地
域
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
事
業
の
お
手

伝
い
に
つ
い
て
ご
相
談
を
頂
戴
す
る
。
そ
ん
な
と
き
、
こ
の
事
業

は
上
手
く
行
き
そ
う
で
あ
る
か
、
そ
う
で
な
い
か
が
、
比
較
的
早

い
段
階
で
分
か
る
こ
と
が
あ
る
。
お
手
伝
い
の
難
易
度
に
よ
っ

て
、
こ
ち
ら
の
体
制
も
変
わ
る
か
ら
、
お
引
き
受
け
を
決
め
る
た

め
に
は
、
そ
れ
が
見
極
め
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
こ

れ
が
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。

見
極
め
の
糸
口
は
、
「
ビ
ジ
ョ
ン
と
人
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
「
そ
の
地
域
を
ど
う
し
た
い
か
、
ど
う
な
り

た
い
か
」
で
あ
る
。
こ
の
深
さ
・
志
の
高
さ
の
程
度
、
別
な
言
い

方
を
す
れ
ば
、
深
堀
の
加
減
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
あ

ま
り
検
討
が
さ
れ
ず
に
方
法
論
だ
け
が
前
に
出
て
き
て
し
ま
っ

て
い
る
場
合
は
、
起
業
活
動
の
中
途
で
紆
余
曲
折
し
や
す
い
。

方
法
論
は
、
分
か
り
や
す
く
具
体
的
だ
。
そ
れ
故
、
目
を
奪
わ

れ
や
す
い
。
が
、
肝
心
な
の
は
、
地
上
の
花
で
は
な
く
、
地
下
の

根
で
あ
る
。
根
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
花
は
咲
く
。
根
が
浅

け
れ
ば
、
枯
れ
や
す
い
。
表
に
現
れ
た
目
に
付
き
や
す
い
事
ば
か

り
に
意
識
が
向
い
て
い
る
よ
う
で
は
、
嵐
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
。

よ
り
厄
介
な
の
が
「
人
」
で
あ
る
。
起
業
現
場
の
責
任
者
・
担

前
回
か
ら
糖
尿
病
の
話
に
入
り
ま
し
た
。
糖
尿
病
は
、
血

中
の
糖
が
高
く
な
る
病
気
で
す
。
血
中
の
糖
は
全
て
単
糖

類
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
で
す
。
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
砂
糖

は
ブ
ド
ウ
糖
と
果
糖
が
結
合
し
た
二
糖
類
で
す
。
砂
糖
が

吸
収
さ
れ
る
時
に
ブ
ド
ウ
糖
と
果
糖
に
分
解
さ
れ
ま
す

が
、
果
糖
は
体
内
に
入
る
と
即
座
に
脂
肪
酸
や
ブ
ド
ウ
糖

に
作
り
変
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
単
純
に
、
砂
糖
が
血
液
に

溶
け
て
い
る
と
考
え
て
も
大
丈
夫
で
す
。

血
糖
の
正
常
値
は
、
だ
い
た
い
百
で
す
。
で
は
、
そ
の
単

位
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
答
は
百
ｍ
ｇ
／
ｄ
Ｌ
、
つ
ま

り
血
液
一
ｄ
Ｌ
（
デ
シ
リ
ッ
ト
ル
）
あ
た
り
に
砂
糖
が
百
ｍ

ｇ
溶
け
て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
は
湧
き
ま

す
か
？
一
ｄ
Ｌ
と
は
、
中
学
の
頃
に
実
験
で
使
っ
た
小
さ

い
方
の
ビ
ー
カ
ー
で
す
。
ち
な
み
に
大
き
い
方
の
ビ
ー

カ
ー
が
、
十
倍
の
一
Ｌ
（
リ
ッ
ト
ル
）
で
す
。
判
り
易
く
す

る
た
め
十
倍
に
し
て
血
液
一
Ｌ
あ
た
り
に
す
る
と
、
百
ｍ

ｇ
の
十
倍
で
千
ｍ
ｇ
の
砂
糖
に
な
り
ま
す
。
千
ｍ
ｇ
と
は
、

一
ｇ
の
こ
と
で
す
。
血
液
一

Ｌ
、
つ
ま
り
牛
乳
パ
ッ
ク
一
杯

分
の
血
液
に
溶
け
て
い
る
砂

糖
が
一
ｇ
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
数
字
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ
ー
は
、
特
に
細
い
も
の
が

三
ｇ
で
、
た
い
て
い
は
五
ｇ
か
十
ｇ
で
す
。
そ
の

五
分
の
一
か
ら
十
分
の
一
が
牛
乳
パ
ッ
ク
一
杯

分
の
血
液
に
溶
け
て
、
そ
れ
だ
け
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
し
て
、
我
々
は
考
え
た
り
走
っ
た
り
相

撲
を
と
っ
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

我
々
の
体
は
効
率
よ
く
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
と
驚

ろ
か
さ
れ
ま
す
。

成
人
の
血
液
量
は
、
だ
い
た
い
五
Ｌ
で
す
。
血
液
は
血
管
の

中
を
流
れ
て
い
ま
す
が
、
水
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
や
ブ
ド
ウ
糖
な

ど
は
血
管
の
外
に
漏
れ
出
て
細
胞
を
潤
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
組
織
液
と
い
い
ま
す
。
血
液
と
違
っ
て
赤
血
球
が
含
ま
れ

な
い
の
で
透
明
で
す
が
、
そ
の
他
の
成
分
は
血
液
と
ほ
ぼ
同

じ
で
す
。
例
え
ば
花
粉
症
の
鼻
水
が
尽
き
な
い
の
も
飲
水
し

な
く
て
も
水
様
下
痢
が
止
ま
ら
な
い
の
も
、
鼻
水
や
下
痢
が

こ
の
組
織
液
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
の
組
織
液

に
も
、
一
Ｌ
あ
た
り
一
ｇ
の
砂
糖
が
溶
け
て
い
ま
す
。
こ
の
組

織
液
は
、
血
液
量
の
三
倍
あ
ま
り
、
約
十
五
Ｌ
も
あ
り
ま
す
。

人
間
の
体
内
で
は
、
血
液
プ
ラ
ス
組
織
液
が
約
二
十
Ｌ
あ
っ

て
、
そ
の
中
に
二
十
ｇ
の
砂
糖
が
溶
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

飲
ん
で
甘
い
と
感
じ
る
飲
料
、
例
え
ば
普
通
の
缶
コ
ー

ヒ
ー
に
は
一
本
あ
た
り
十
～
二
十
ｇ
、
微
糖
で
も
一
本
あ
た

り
三
～
八
ｇ
の
砂
糖
が
入
っ
て
い
ま
す
（
一
本
二
百
ｍ
Ｌ
だ

か
ら
、
砂
糖
の
濃
度
は
血
液
の
十
五
～
百
倍
に
な
り
ま
す
）
。

缶
コ
ー
ヒ
ー
を
一
本
飲
む
と
、
液
体
は
胃
に
留
ま
る
事
な
く

一
気
に
小
腸
に
流
れ
込
み
血
液
中
へ
と
吸
収
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
元
々
砂
糖
が
二
十
ｇ
し
か
な
い
血
液
と
組
織
液
に
、
腸
か

ら
吸
収
さ
れ
た
二
十
ｇ
が
一
気
に
加
わ
る
と
何
が
起
き
る
の

か
。
次
回
は
、
そ
の
説
明
を
し
ま
す
。
小
錦
と
岩
田
投
手
に
辿

り
着
く
の
は
、
ま
だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

当
と
な
る
方
の
人
柄
、
こ
れ
が
か
な
り
大
き
い
。
柔
軟
な
考
え
方
。

表
裏
の
無
い
誠
実
さ
。
多
く
の
重
要
な
資
質
の
中
か
ら
敢
え
て
上

げ
れ
ば
、
こ
の
二
点
は
特
に
重
要
だ
と
思
う
。
加
え
て
、
首
長
な
ど

最
終
的
な
意
思
決
定
権
を
持
た
れ
る
方
の
人
柄
と
、
現
場
と
の
信

頼
関
係
も
、
相
当
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。

行
政
が
関
わ
ら
な
い
民
間
事
業
の
場
合
、
首
長
・
担
当
を
起
業
家

に
置
き
換
え
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
、
同
じ
よ
う
に
ビ
ジ
ョ
ン
の
深

さ
・
人
柄
と
周
囲
と
の
関
係
性
が
、
起
業
活
動
の
成
否
を
握
っ
て
い

る
。個
人
が
起
業
を
志
す
場
合
、
そ
の
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
。
こ

の
土
地
で
暮
ら
し
た
い
。
お
金
を
稼
ぎ
た
い
。
も
勿
論
、
素
直
で
問

題
は
無
い
と
思
う
。
や
や
こ
し
い
の
は
「
有
名
に
な
り
た
い
」
場
合

で
、
こ
の
動
機
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
来
て
い
て
、
そ
れ
を
自
分

で
も
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
だ
。
起
業
が
成
功
し
て
有
名
に
な
れ

る
か
ど
う
か
は
、
結
果
次
第
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
、
起
死
回
生
の
場
面
で
、
満
塁
サ
ヨ
ナ
ラ

ホ
ー
ム
ラ
ン
が
求
め
ら
れ
る
際
、
ほ
ん
と
う
に
そ
れ
を
実
現
さ
せ

る
選
手
は
、
結
果
を
狙
っ
て
は
居
な
い
と
い
う
。
そ
の
一
球
一
球
に

全
神
経
を
集
中
さ
せ
、
身
体
は
瞬
時
に
動
け
る
よ
う
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
て
お
く
。
い
わ
ゆ
る
「
ゾ
ー
ン
・
フ
ロ
ー
状
態
」
に
入
っ
て

い
る
。
禅
問
答
的
な
表
現
に
な
っ
て
恐
縮
だ
が
、
結
果
を
出
せ
る
人
は
、

結
果
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

寄
稿
『
体
と
心
と
社
会
の
生
活
習
慣
病
～
そ
の
三
十
～

』

ま
る
が
め
医
療
セ
ン
タ
ー

井
垣

俊
郎

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(
い
が
き

と
し
お

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

松
で
ヌ
ク
ヌ
ク
し
て
い
ま
す
。



実は4月から東京都某区の区立小学校のPTA会長を務めております。自宅がある

町会に入って祭りをしたかっただけの男が、まわりまわっていろんなご縁があり、

やらせていただくことになりました。

PTA活動というと最近では保護者の負担が重く、PTA組織自体を廃止した学校も

増えてきております。PTAの成り立ちは、GHQによる民主化教育の普及などと言

われていますが、これだけ長く続いた背景には、当時の日本の主婦において数少な

い社会活動の接点であったからと思われます。しかし、昨今は女性の多くが働くよ

うになり、かつ企業の福利厚生の充実と増加しない可処分所得状況が相まって結婚

後・出産後も働く女性が格段と増えました。少子化にも関わらず保育園が不足して

いるのはこのような原因があります。また結婚後に職場を離れても、ネットを介し

たコミュニティなどの普及によって女性は社会との接点を失うことがなくなりまし

た。しかしそれが結果PTAの主役であった女性にとってPTAが単なる「負担」と感

じるようになってしまったことで現在のPTA廃止といった動きが出ているのかと考

えられます。

ではそもそも現在のPTAに求められる役割とは何でしょうか？私の娘が通う小学

校では「子どもが安心・安全に暮らせる学校および地域環境づくりの支援」とあり

ます。例えば、ここ数年地域内での不審者情報がほぼ毎日のように流れてきます。

子どもを不審者から守るという観点において考えると、労働負荷が毎年高まりつつ

あり学校の先生や地域のボランティアのおじいちゃん、おばあちゃんだけに子ども

が毎日安全に登下校ができる環境づくりの部分を依存してしまうのは正直不安で

す。かと言って個々の家庭の事情 (働き方やスタイルなど)から、それを個々の家庭

が責任をもってというのも偏りが出てしまいます。そうなると保護者が連携して見

守るというPTAという機能が必要になるわけです。

ここで問題になるのが、「全員参加」「平等負担」「伝統踏襲」です。本来は有

志の集まりであるはずのPTAがいつの間にか加入が義務となり、義務となると私は

毎回出席しているのに、〇〇さんは全く来ない。という話が必ず出てくる。そし

て、その活動自体がかかる負荷に対して期待した効果が見られないにも関わらず、

改善されることもなく毎年伝統行事のように行われる。なため、意識が高い保護者

の方もストレスがたまり、PTA(役員)に対して期待を持たなくなり活動から遠ざか

る。そのような悪循環が毎年繰り返されるのです。

僕が会長になったからといって、どこまで変えられるか？というのもあります

が、せっかくご縁があってさせていただくことになったのだから、少なからず保護

者が毎日安心して子供を送り出せる地域づくりをいろんな人を巻き込んでチャレン

ジしてみたいと考えています。来年の今頃にまたいいご報告ができればいいなと。

1グループの規模は、4～6人が有効に機能する人数だと考えている。

参加者から見ると、このくらいが一つのテーブルを囲み、お互いの顔が

見え人となりを知り、模造紙等の共同作品を仕上げるのにちょうど良い

サイズである。限られた時間内でチームとしての一体感を醸成するとと

もに、全員で発表することが可能な人数でもある。コーディネート側か

ら見ても、一人一人の個性やグループ内での立ち位置に気を配りつつ、

柔軟に対処することができる最適な人数だと考える。

2、3人だと、一人一人の個性が色濃く出る分、グループ構成やタイ

ムテーブルなどに、4～6人規模のグループとは別の作法が求められ

る。個人ワークをベースに検討を進め、ペアワークのような手法を一部

に取り込んで内容の充実を図るようなことも考えられる。

やむを得ず10人以上のグループを組むこともある。大人数の参加者

が一堂に会し、会場の都合でグループ数に限界があったことや、すべて

のグループに発表の機会を与える必要があり、時間の都合でグループ数

を増やせなかったことなど。多すぎる人数の場合、構成メンバーがほぼ

満遍なく議論することは不可能に近く、どんなにうまくいったとしても

必ず1、2人は発言機会が少なくなり、最悪の場合、参加意欲の低下や

疎外感を味わうことにもなりかねない。できればこのようなグループ規

模は避け、どんなに多くても8人に収めたい。

全体人数が同じ場合、グループ人数とグループ数のバランスが重要と

なる。24人を4人×6チームに分けるか、6人×4チームに分けるか

は、かなり大きな違いである。参加者の属性と、時間、空間の制約、そ

してそもそものグループワークの目的を勘案し、決めることになる。グ

ループ人数が多くなるほど、個別具体的なお題を出したり、各グループ

の議論に積極的に介入し、ヒントや質問を投げかけたりして、出来るだ

けメンバー全員が発言しやすいような雰囲気を最初に作るようにしてい

る。逆にグループ数が多くなるほど、全グループの進捗を俯瞰すること

に神経を使うこととなる。

浮き草のごとく40 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一

『 グループワークの作法４ ～グループ規模～ 』

『 PTA活動はじめました 』

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩



から、専ら輸出用とのこと、ただ国内の

白バイはここの会社で作っているとのこ

と。ホンダ、ヤマハ、スズキ発祥の地浜

松出身の小生はショックを受けた。日本

の企業はゼロから相当に長い年月をかけ

て世界に冠たるバイクを生み出してきた。

にも関わらず、ここには最先端のデザイ

ンのバイクが中国製として堂々と生産.展

示されている。乗ってみないと何とも言

えないが、見た目、日本製と同一レベル

に感じる。技術に垣根無し、プロセスも

短縮できる現実を見せつけられた。

実は、バイクのデザインはオーストリ

アのＫｉｓｋａ Ｄｅｓｉｇｎ。Ｋｉｓｋ

ａはオーストリアのバイクメーカーＫＴ

Ｍのデザインを担ってる会社。このＫＴ

ＭがＣＦ ＭＯＴＯと組むことで中国市

場へ、ＣＦ ＭＯＴＯは欧州市場を狙うと

言うものだ。

20年前、県職先輩からボーダレス、グ

ローバルと聞かされ、何じゃそれ？と

思ったことが、ここ中国で見せつけられ

る。ＫＴＭとの関係はあるが、会社案内

のエンジニアは日本語堪能、日本で身に

つけた技術持ち帰っただろうなと容易に

想像できる。電脳だってアメリカから相

当持ち帰っている。その事を政策的にやっているんだろうな、トラ

ンプ大統領が怒るのもわかる。

さらに進むと中国が知的生産も世界一なるのかしらと思わせる視

察の現場であった。（おしまい）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』中国先進企業視察ツアー 2019.2.27～3.1

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久

通訳してくれていたヒョウさんは家の

側に店が無いこともあって店には行か

ず、スマホから注文、宅配とのこと。我

が小山町でも買い物難民の高齢者を対象

に「タブレットから注文を」にチャレン

ジする企画があるが、さてどうなるか。

「消費者の暮らしすべてをデータにす

る」とダニエル・チャンＣＥＯは言う。

アリババが単なるネット通販企業の枠を

超え、生活の基盤を提供する企業になり

つつあるからだ。暮らしの隅々にスマホ

決済を導入し、消費者の行動や購買データを収集する。データが集

まるほど予測精度は増し、最適なタイミングで消費者が望む商品や

サービスを提案できる。当然、アリババには広告やコミッションの

形で収益が還元される。アリババは中国人の暮らしをデータに変

え、成長の源としているのだ。

アリババの次に向かったのがＣＦ ＭＯＴＯというバイクメーカー

だ。20年前に上海に来たときに自転車

集団、人民服を目にした。10年前に来

たときにクラクションを耳にし、振り返

ると音もなくバイクガイドを近づいてい

た。この時、すでにエンジン音、排ガス

のあるバイクは無かった。当然、ここで

も電動バイクを作っているものと思って

いたら、展示のバイクは大型、マフラー

もタンクもある。ガソリンエンジンのバ

イクじゃないか、しかもカマキリ顔の斬

新なデザインの。中国では販売できない


